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令和７年第５回 

幸手市教育委員会定例会会議録 

招 集 期 日 令和７年５月 20日（火）午前９時 30分 

開 会 場 所 市役所第二庁舎 ２階 第２会議室 

開会の日時・宣告者 令和７年５月 20日（火）午前９時 30分 山 西 実 

閉会の日時・宣告者 令和７年５月 20日（火）午前 11時 00分 山 西 実 

出

席 

状

況 

職  名 氏   名 摘 要 職  名 氏   名 摘 要 

教 育 長 山  西  実 出 席 教 育 委 員 藤 沼 寛 次 出 席 

職務代理者 会 田 研 司 出 席 教 育 委 員 古沢 万友実 出 席 

教 育 委 員 髙 島 勝 也 出 席 教 育 委 員 林  晴 実 出 席 

傍聴人：０人 書 記：佐々木 千晶・坂本 康太 

議 

 

事 

 

参 

 

与 

 

者 

職   名 氏   名 職   名 氏   名 

教 育 部 長 仙 田 茂 雄   

教育総務課長 大 竹 孝 典   

学校教育課長 中 沢 朋 宏   

社会教育課長 小 山 紀 子   
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会 議 事 件 名 顛             末 

開    会 

午前９時 30分 

 

 

日程第１ 

前回会議録の承認 

 

 

 

 

 

 

日程第２ 

協議事項 

幸手市アフタースク

ール事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教育長 

  開会を宣する。 

 

 

 

教育長 

  令和７年第４回教育委員会定例会の内容について質問

を求める。 

 ≪質疑≫ 質疑なし。 

 ≪承認≫ 全員意義なく承認。 

 

 

 

学校教育課長 

協議事項について説明する。 

≪質疑≫ 

藤沼委員 

  課題の４点目（個にあった学習ではあるが依存型学習

であり能動的学習への転換が必要）では検証が必要では

あるが、子どもの集中力を養うための訓練にもなり、理論

的思考の向上に大いに役に立つ。また、数学力アップ、基

礎力の構築に役立つ。 

  質問が２点ある。１点目は、参加する人が多いが途中で

やめる人の人数、２点目は、送迎が出来ず参加できない児

童の人数を教えてほしい。 

学校教育課長 

  １点目の途中でやめる児童数の数は現状数値で回答で

きないが、途中でやめる児童はゼロではない。また、２点

目の送迎ができない児童数についても数値の回答はでき

ないが、参加できない児童は、授業時間内でフォローする

ように対応している。 

藤沼委員 

  送迎ができないために、参加意欲があるが参加できな

いのは残念に思うが、近隣でも実施していない自治体も

あったので、良い事業である。 

髙島委員 
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  幸手市の目玉施策だと感じる。学力の伸びにかかわら

ず、やる気の向上につながる良い機会である。能動的な学

習は授業でやるべきで、アフタースクールの場では受動

的な学習で十分と考える。講師の負担感も出てしまうと

思うので、わからないことをわかるようにする受動的学

習で良いと考える。 

  中学校での実施は難しいとは感じるが、塾にいけない

生徒の対応は考える必要がある。 

  講師の時給はどの程度か、また検証テストはどのよう

に実施しているのか。 

学校教育課長 

  時給は年数によって異なるが、1,300円から 1,400円程

度で１回３時間の勤務となっている。また、教材は 100マ

ス計算も行っているが、市販のプリント等を印刷して対

応している。また、以前行ったプリントの確認テスト等も

行っている。 

髙島委員 

  幸手市の目玉施策としてもっとプッシュしていただき

たい。 

古沢委員 

  送迎の際に、講師から家庭学習の方法等を教えてもら

い、自宅でも活かすことが出来た。また、高学年で休みが

続くと単元がわからなくなり、登校に不安感が出る場合

があるが、アフタースクールで講師に聞ける事で学習に

対する不安感を減らすことができ、不登校の予防にもつ

ながるのではないかと思う。 

  低学年で時間がある児童にも先取り学習でアフタース

クールに参加できたり、コース選択などができたりする

と良いと考える。 

  先日、立川市の不審者立ち入りがあったが、講師の不審

者対応訓練や危機管理研修はどうしているか。 

学校教育課長 

  限られた勤務時間でもあり、現状、不審者対応研修等は

行っていないが、防犯上の対策として、指導の最中は玄関

にカギをかけて、保護者への引き渡しまで開けない等の

対応を行っている。先日の事件のように、いつ、何がある

かわからないので、危機管理意識を持つように心がけ、ご

意見いただいた研修等は今後、検討していきたい。 
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林委員 

もし中学校でこの事業をするのであれば英語だけでも

良いのではないのかと考える。 

質問が３点ある。 

  １点目は、講師の勤務時間３時間のうち授業は１時間

とのことだが、前後１時間は準備時間か。 

  ２点目は、事業は年間 104 回実施しているとのことだ

が、これは１校単位の回数か。 

  ３点目は、教育支援員の人数が５人増加したのはアフ

タースクールでの放課後支援もあり増員したとの話があ

ったが、放課後の送迎サポートのみでなく、学校の授業時

間のサポートも含まれているということか。 

学校教育課長 

  １点目だが、委員の質問のとおり１時間の授業時間と

前後１時間の準備時間で、合計３時間となる。 

２点目だが、年間 104 回とは講師の年間勤務回数で、講

師は１週間で１校につき２回、２校の学校に行く。１校単

位の回数で言えば、26週×週２日の 52回となる。 

３点目は、委員のご質問のとおりである。放課後支援員

は授業時間のサポートだけでなく、昼休みや休み時間、帰

りの会の後に子どもの質問に回答できるようにしてい

る。そのために人員の配置を増やした。 

教育長 

  なぜ、保護者の送迎が必要になるのかと言うと、アフタ

ースクールに参加すると、児童は学校を下校したことに

なるため、学校の管理下ではなくなる。そのため、参加者

は、保護者の送迎ができる児童が前提となってしまう。 

会田職務代理者 

  個に応じた課題を準備しており、授業の理解が困難な

児童への対応が出来るのは大変すばらしい事業であると

考える。ただ、５・６年生の参加数が減ってしまっている

のが残念。高学年の参加数を増やすことが出来ればより

良い。 

  中学生は部活動もあるので難しいと感じる。公民館の

講座等で捕捉できると良い。 

髙島委員 

  小学校高学年や中学校になると、塾に行く児童・生徒の

割合が多いと考える。教育バウチャー制度（塾に行く資金
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日程第３ 

議  事 

議案第 15号 

工事請負契約の締結

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の給付）等もあるが、財政的にも大きな問題にもなってし

まうので、本事業は素晴らしい制度であり、もっと大々的

に広報すると良い。 

教育長 

  10 年目を迎えて事業の見直しをする中で、課題の見直

しも検討していきたい。県内で同事業を行っている自治

体もあるが、近隣では少ない。本日の意見を整理して事業

に活かしていきたい。 

 

 

 

 

教育総務課長 

議案書により説明する。 

≪質疑≫ 

藤沼委員 

  ２点質問がある。 

１点目は、一般競争入札の２社の入札金額が近似値過

ぎるように感じる。大丈夫なのか。 

  ２点目は、入札額の妥当性ついては間違いないのか。 

教育総務課長 

  この入札への参加資格は、県内に本店・支店等を有し、

かつ幸手市の資格者名簿に登録されている建築工事業の

ランクが特Ａ級またはＡ級の者を対象にした。その結果、

対象業者 151業者中、５社から応札があった。２回の入札

を経て、金額が一番安かった株式会社大勇建築工業が落

札した。なお、１回目の入札で落札者が出ず、２回目で落

札した関係でこのような結果となった。 

藤沼委員 

  会社規模や与信力は大丈夫か。 

教育総務課長 

  入札に当たっては、仕様書等を十分精査した上で応札

されていると思うので問題ないと考える。施工実績だと、

宮代町の須賀小中学校の体育館の非構造部材の改修や、

日本工業大学の棟のリノベーションなどの実績もあるの

で、安心して依頼できると考えている。 

藤沼委員 

建築した後の保証や、下請け会社への指導を徹底する
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議案第 16号、第 17号 

上高野小学校・さかえ

小学校統合準備委員会

委員の委嘱について 

東中学校区再編準備

委員会委員の委嘱に

ついて 

 

議案第 18号 

幸手市就学支援委員

会委員の委嘱につい

て 

 

議案第 19号 

幸手市立図書館協議

会委員の任命につい

て 

 

 

専決報告第 12号 

会計年度任用職員の

任免 

 

 

 

 

 

 

 

日程第４ 

行政報告 

１ 教育長報告 

 

 

 

よう努めてほしい。 

≪採決≫ 全員異議なく原案どおり議決。 

 

教育総務課長 

議案書により説明する。 

≪質疑≫ なし。 

≪採決≫ 全員異議なく原案どおり議決。 

 

 

 

 

学校教育課長 

議案書により説明する。 

≪質疑≫ なし。 

≪採決≫ 全員異議なく原案どおり議決。 

 

社会教育課長 

議案書により説明する。 

≪質疑≫ なし。 

≪採決≫ 全員異議なく原案どおり議決。 

 

 

学校教育課長 

議案書により説明する。 

≪質疑≫ 

藤沼委員 

  アフタースクール事業の再任、新任の人数の配分を知

りたい。 

学校教育課長 

  No.23から No.26までの４名が新任となる。 

 

 

 

 

教育長 

 １ 各種教育長会議等 

 ２ 年度当初教育長学校訪問 

 ３ 幸手市議会関係（予定） 
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２ 事務局からの 

 主要な報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 講演等 

 

教育総務課長 

 １ 学校再編について 

学校教育課長 

 １ 令和７年度教科書展示会について 

 ２ 令和６年度「交通事故０」達成校の表彰について 

 ３ ５月中旬から６月中旬の主な行事予定 

 ４ 研修会関係 

社会教育課長 

 １ 令和７年度幸手市青少年育成推進員協議会総会・第

１回幸手市青少年育成 

 ２ 文連発表会（主催 幸手市文化団体連合会） 

 ３ 宝くじおしゃべり音楽館 想い出のスクリーンミュ

ージック 

社会教育課長（公民館） 

１ 利用状況 

２ 事業報告 

３ 今後の事業予定 

社会教育課長（郷土資料館） 

 １ 報告事項 

 ２ 今後の事業予定 

社会教育課長（図書館） 

 １ 報告事項 

 ２ 利用状況 

 ３ 今後の事業予定 

 ４ 予約の多い図書（上位５冊） 

社会教育課長（体育施設） 

 １ 利用状況 

 ２ 自主事業 

 ３ 今後の自主事業 

について資料により説明する。 

 ≪質疑≫ 

林委員 

  卒業アルバムデータの漏洩関係の問い合わせについ

て、４件中３件は新聞記者とのことだが、残りの１件の内

容は何か。 

学校教育課長 
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日程第５ 

その他 

１ 次回以降の会議

日程 

 

 

 

 

 

 

２ 次回の協議事項 

 

 

 

３ その他 

 

 

閉   会 

午前 11時 00分 

  一般市民の女性から、漏洩の経緯を教えてほしいとい

うことで電話があり状況をお伝えした。 

藤沼委員 

  令和６年度「交通事故０」の学校が３校、それ以外の学

校が９校となるが、長期入院した事例はあるか。 

学校教育課長 

  長期療養の事例はないが、昨年度は事故の報告が頻繁

にあった。今年度は大きい事故等はなく落ち着いている。 

藤沼委員 

  ニュースで毎日のように児童が巻き込まれる事故が報

道されているので、幸手市もそのような事が起きないと

は限らない。教育委員会で情報をすぐに収集できるよう

努めて欲しい。 

会田職務代理者 

  令和６年度の事故は登校中の事故が多かったのか。 

学校教育課長 

教職員のもらい事故等が多かった。 

 

 

 

 

各委員の意見を調整した結果、６月の会議について、次

のとおり決定する。 

 

  令和７年第６回教育委員会定例会 

  日時 令和７年６月 17日（火） 

     午前９時 30分 

  会場 幸手市立吉田小学校 １階 会議室 

 

教育総務課長 

協議の結果、「小規模校の特性を活かした学校経営」を議題

とする。 

 

なし。 

 

 

教育長 

閉会を宣す。 
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他 特 に 重 要 

と 認 め る 事 項 

 

な  し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記会議の顛末を記載し相違ないことを証するため、こ

こに署名する。 

 

 

              令和 ７年 ６月１７日 

 

 

 

       教  育  長  山 西  実 

 

署名 

 

       署 名 委 員  髙 島  勝 也 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


